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日本小児看護学会第34回学術集会 
（ハイブリッド開催）

日時:現地会場　7月6日（土）〜7日（日）

オンデマンド配信　7月19日（金）〜10月31日（木）

会場：大阪国際会議場（大阪市北区）

テーマ：多様化・複雑化する社会の中で生きる“こどもの
力”を育む
プログラム：会長講演「障がいのある“こどもの力“を育
む─自然災害への備え教育からみえてきたこと」加藤令子

（関西医科大学看護学部・看護学研究科教授）／特別講演1（Zoom 

: 日本語字幕）「Transcultural Nursing Care of Children and 
their Families: Experiences from USA」Cheryl J Leuning

（RN, PhD, Professor Emerita, Department of Nursing Augsburg 

University）／2「地球市民としての子どもたち : 国境を超え
た多様性・公平性・包摂」中村安秀（日本WHO協会理事長、大

阪大学名誉教授）／教育講演1「不登校に合併する起立性調節
障害の理解と運動療法・機器の開発」石﨑優子（関西医科大

学小児科学講座診療教授）／2「多様な性の子どもたち」佐々
木掌子（明治大学文学部心理社会学科臨床心理学専攻准教授、臨床

心理士・公認心理師）／シンポジウム1「発達障害のこどもと
親への支援のために"知っておくこと""できること"」古川
恵美（兵庫県立大学看護学部教授）、井上亮（摂南大学農学部応用

生物科学科教授）、奥野裕子（大阪公立大学大学院看護学研究科准

教授）／2「外国にルーツをもつこどもの現状を知り、私た
ちにできることを考えてみよう」榎井縁（大阪大学大学院人間

科学研究所特任教授）、Acharya Prakash（アチアリア パルカス）

（Hanamizuki Training Pvt. Ltd. 代表取締役）

参加登録期間：［前期参加登録］5月31日（金）まで、［後期
参加登録」6月19日（水）〜9月30日（月）

参加登録方法：下記Webサイトの参加登録の手順に沿っ
て登録する
URL：https://procomu.jp/jschn2024/jizen.html
参加費：［前期登録］会員1万円、非会員1万2000円、学生
3000円、［後期登録・当日受付］会員1万2000円、非会員
1万4000円、学生3000円
※学生は大学院生を除く
問い合わせ先：運営事務局　株式会社プロコムインターナ
ショナル
〒135-0063　東京都江東区有明3-6-11 TFTビル東館9階
TEL：03-5520-8821
E-mail：jschn34@procom-i.jp
URL：https://procomu.jp/jschn2024/index.html

日本看護学教育学会第34回学術集会 
（ハイブリッド開催）

日時：現地会場＋ライブ配信　8月19日（月）〜20日（火）

オンデマンド配信　後日

会場：京王プラザホテル（東京都新宿区）

テーマ：地域包括ケア時代の看護教育 つなぐ─つながる
プログラム：会長講演「地域包括ケア時代の看護学教育 つ
なぐ─つながる」北素子（東京慈恵会医科大学医学部看護学科教

授）／特別講演「地域包括ケアの現在・未来」野村晋（豊中市

副市長）／教育講演1「2022カリキュラム改正における地域
在宅看護学教育の位置づけ─看護基礎教育検討会より」山
田雅子（聖路加国際大学大学院看護学研究科教授）、春山早苗（自

治医科大学看護学部教授）／2「多職種連携でつなぐ─つなが
る─多職種連携教育の未来」酒井郁子（千葉大学大学院看護学

研究員専門職連携教育研究センター教授・センター長）／3「多職
種連携におけるシェアド・リーダーシップと教育」石川淳

（立教大学経営学部立教大学統括副総長・教授）／シンポジウム1
「看護基礎教育がどう変わったか？─地域在宅看護学教育
の取り組みとその手ごたえ、課題、これから」八代利香（鹿

児島大学医学部保健学科教授）、後藤智子（泉佐野泉南医師会看護

専門学校実習調整者、在宅専門看護師）、升田由美子（旭川医科大

学医学部看護学科教授）、菅谷清美（滝川市立高等看護学院副学院

長）、山田雅子（聖路加国際大学大学院看護学研究科教授）、春山
早苗（自治医科大学看護学部教授）／2「地域で（と）つなぐ─つ
ながる─地域連携センターを基盤とした看護学教育」高橋
衣（東京慈恵会医科大学医学部地域連携看護学実践研究センター特

任教授・センター長）、都築晃（藤田医科大学地域包括ケア中核セ

ンターセンター長補佐）、金子昌子（獨協医科大学副学長、獨協医

科大学看護学研究科博士課程教授、地域共生協創センターセンター

長）、横井郁子（東邦大学看護学部教授・地域連携教育支援センター

センター長）／3「基礎教育と継続教育をつなぐ─つながる
─人々の健康と暮らしを支える看護師に必要な能力と教育 
: “ニューナース”未来を創る看護職者の育成」小澤かおり

（東京慈恵会医科大学附属第三病院看護部副院長・看護部長）、平原
優美（公益財団法人日本訪問看護協会常任理事）、中野眞樹子（笑

む笑む訪問看護ステーション代表、精神看護専門看護師）、中嶽直
美（東京都医療的ケア児支援センター、小児プライマリケア認定看護

師・医療的ケア児コーディネーター）／文部科学省講演「大学に
おける看護学教育の動向と課題」・厚生労働省講演「厚生労
働省における看護行政の動向」渡邊美和（文部科省高等教育局

医学教育課）、初村惠（厚生労働省医政局看護課課長補佐）／市民
公開講座「国境を越えて─命をつなぐ看護の力」川瀨佐知
子（大阪赤十字病院看護師）／ほか
参加登録期間：［第1次登録］6月28日（金）まで、［第2次登
録］7月8日（月）〜オンデマンド配信終了日
参加登録方法：下記Webサイトの参加登録フォームより
URL：https://plaza.umin.ac.jp/jane34/registration/index.
html
参加費：［第1次登録］会員1万1000円、非会員1万3000
円、学生（大学院生除く）無料、［第2次登録］会員1万3000円、
非会員1万5000円、学生（大学院生除く）無料
問い合わせ先：運営事務局　あゆみコーポレーション
〒550-0001　大阪市西区土佐堀1-4-8 日栄ビル703A
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TEL：06-6131-6605
FAX：06-6441-2055
E-mail：jane34@a-youme.jp
URL：https://plaza.umin.ac.jp/jane34/outline/index.html

第28回日本看護管理学会学術集会

日時：8月23日（金）〜8月24日（土）

会場：名古屋国際会議場（名古屋市熱田区）

テーマ：看護のルネサンス─より自由に、より人間らしく、
看護を描き出す
問い合わせ先：運営事務局　株式会社コングレ中部支社内
〒461-0008　愛知県名古屋市東区武平町5-1 名古屋栄ビ
ルディング7階
TEL：052-950-3430
FAX：052-950-3370
E-mail：28janap@congre.co.jp
URL：https://www.congre.co.jp/28janap/

第33回日本看護教育学学会 
（ハイブリッド開催）

日時：現地会場＋LIVE配信（Zoomウェビナー）　8月24日
（土）10:00〜16:40、オンデマンド配信　8月29日（木）〜9
月11日（水）

会場：群馬会館（群馬県前橋市）

テーマ：看護教育学研究の継続とそれを基盤にした教育の
推進
プログラム：基調講演「実習指導に携わる病棟看護師の支
援に向けた研究の継続」伊勢根尚美（杏林大学）／シンポジ
ウム「看護学生・看護職者の目標達成を導く授業計画の立
案と展開─蓄積された看護教育学の知識活用を通して」須
藤栞（秋田大学）、富永明子（群馬県立県民健康科学大学）、宮芝
智子（神奈川県立保健福祉大学）、高橋裕子（群馬県立県民健康科

学大学）／演題発表および研究批評
参加登録方法：下記Webサイトの参加申込フォームより
URL：https://g-regi.jp/jasne33/04_regist.php
参加登録期限：8月20日（火）まで（オンデマンド配信のみは

8月29日まで）

参加費：8000円
問い合わせ先：学術集会事務局　群馬県立県民健康科学大
学
〒371-0013　群馬県前橋市上沖町323-1
E-mail：jasne-taikai@klar.co.jp
URL：https://plaza.umin.ac.jp/jasne/

日本看護研究学会第50回学術集会

日時：8月24日（土）〜25日（日）

会場：奈良県コンベンションセンター（奈良県奈良市）

テーマ：発祥の地から未来を拓く看護研究
プログラム：会長講演「発祥の地から未来を拓く看護研究
─進化する研究」上野栄一（奈良学園大学保健医療学部）／基
調講演（大会特別講演）「枠を超えた祈りで安寧の道を拓く」

（仮）森本公誠（東大寺長老）／特別公演Ⅰ「これからの生活と
先端テクノロジー」才脇直樹（奈良女子大学）／Ⅱ「すべての
人に星空を─『病院がプラネタリウム』の実践」高橋真理
子（星つむぎの村代表）／教育講演Ⅰ「学習の機会の無限化は
大学教育をどの様に変えるか─教育DXの観点から」溝上
慎一（桐蔭学園理事長）／Ⅱ「看護の知の普及─ある出版社の
試み」井部俊子（井部看護管理研究所代表）／特別企画Ⅰ「未来
に羽ばたく若手『課題を可視化し未来を拓く』」（仮）板谷崇
央（京都大学大学院医学研究科）／シンポジウムⅠ「研究の芽
は社会の発展へと開花する」井川順子（京都大学医学部附属病

院）、丸山美津子（兵庫県看護協会会長、前兵庫医科大学病院）、江
川隆子（関西看護医療大学学長）／Ⅱ「予期しない体験は今後
にどう生きるか」酒井明子（福井大学）、茅野龍馬（WHO神戸

センター）／Ⅲ「DXを活用した若手研究」（仮）平和也（京都大

学地域看護学講座）、堀池諒（大阪医科薬科大学公衆衛生看護学）／
50周年企画Ⅰ JSNR50周年記念座談会「古きを訪ねて新
時代を拓く」山口桂子（日本福祉大学）、工藤せい子（弘前大学

大学院保健学研究科）、深井喜代子（東京慈恵会医科大学、前岡山

大学）、佐藤正美（東京慈恵会医科大学）、吉永尚紀（宮崎大学）／
Ⅱパネルディスカッション「地方会の歩みとこれから」内
田宏美（森ノ宮医療大学）、泊祐子（四天王寺大学）、若村智子（京

都大学）／学術集会企画（市民公開講座）「天体と生活」嶋田理
博（奈良学園大学）／一般演題（口演・示説）

参加登録期間：［早期登録］7月10日（水）まで、［通常登録］
7月11日（木）〜8月25日（日）

参加費：［早期登録］会員1万1000円、非会員1万2000円、
学生2000円、［通常登録］会員1万3000円、非会員1万
4000円、学生3000円
※学生は大学院生を含まない
参加方法：下記Webサイトの参加登録の手順に沿って登
録
URL：https://conf-lab.com/jsnr50/participation/
問い合わせ先：運営事務局　コンファレンス・ラボ内
〒651-0084　神戸市中央区磯辺通1-1-18 カサベラ国際
プラザビル707号
E-mail：jsnr50@conf-lab.com
URL：https://conf-lab.com/jsnr50/

※�掲載している情報は4月30日時点のものです。最新の情報は主
催元にご確認ください。
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